
報　道　資　料
平成２６年６月２４日（火）
件　名  ＫＣ－１３０空中給油機の移駐日程等について
概　要
このことについて、本日、中国四国防衛局から下記のとおり、情報提供がありましたのでお知らせします。
記
１．日  時：平成２６年６月２４日（火）１１時００分～１１時１５分
２．場　所：岩国市役所　市長応接室
３．来庁者：中国四国防衛局長　藤井　高文（ふじい　たかふみ）
４．応対者：岩国市長　　　　　福田　良彦（ふくだ　よしひこ）

５．情報提供の概要
○　ＫＣ－１３０の普天間飛行場から岩国飛行場への移駐については、日米間で調整を重ねた結果、本年７月８日から移駐を開始し、同年８月３１日までに１５機全機の移駐を完了する予定となった。
○　また、本日（６月２４日）、岩国飛行場において、格納庫、家族住宅など移駐開始に必要となる施設を日本政府が米政府に提供することについて、日米間で正式に合意した。
○　政府としては、山口県や岩国市などが沖縄の基地負担軽減の必要性を理解し、ＫＣ－１３０の移駐を受け入れていただいたことは、大変有難く、非常に感謝している。
６． 市長コメント
本日は、ＫＣ－１３０空中給油機の移駐日程等について、上記のとおり情報提供がありました。

５月２７日の説明時にも申し上げたところですが、私からは、あらためて、移駐にあたっては、安全の確保に十分配慮するよう米側へ申し入れるよう要請いたしました。

また、鹿屋やグアムへのローテーション展開の具体的な内容等について、日米間の協議が整い次第、市へも速やかに説明を行なうよう求めました。
私としましては、ＫＣ－１３０の移駐が現実に行われることを実感するとともに、所期の目的のとおり、普天間飛行場の危険性の除去に向けた第一歩となることを願っています。
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16時30分まで公表しないでください








